
例題１　四角形が円に外接し，辺，，，と円との接点をそれぞれ，
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　，，とするとき，つの線分，，，は点で交わることを証明せよ。

証明　点を通って，に平行な直線をひき，

　，との交点をそれぞれ，とする。

　　　　

　　　　よって　　……①

　同様に　

　　　　よって　　……②

　，ととの交点をそれぞれ，とすると，

　　　　と①より　：：：　……③

　　　　と②より　：：：　……④

　ここで，，であるから，③，④より

　　　　：：

　したがって，，は一致し，，，は点で交わる。

　　と，についても同様にして点で交わる。以上のことから，つの線分，，

　，は点で交わる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証明終）

　

例題２　四角形が円に外接するならば，対角線，の中点，とは直線上
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　にあることを証明せよ。

証明　の中点をとを通る直線がと交わる

　点をとし，がの中点となることを示す。

　　　　　
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　四角形の面積をとおく。

　と辺，，，との距離は等しく

　　　　　

　であるから　△
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　　　　　　　　

　ゆえにはの中点となる。すなわち，，，は直線上にある。　　　　（証明終）



例題３　四角形が円に外接し，辺，，，と円との接点をそれぞれ，

　，，とする。円の半径を，，，，

　とするとき
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　が成り立つことを示せ。

解　，，

　，とおくと

　四角形の内角の和がであるから

　　　　　

　　　　　            

　ゆえに　
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　また　　であるから
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　から　    
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　　　　　    

　　　　　  

　ゆえに　  
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参考　三角形の内接円については
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　が成り立つ。


